「公立学校教員採用試験出願受付管理システム」導入にかかる
情報提供依頼実施要領

	Ⅰ基本事項



1． 提供を依頼する情報
　（1）全体構成及び特徴
　　　本情報提供依頼（以下「RFI」という。）の要件を踏まえた、貴社提案による次期公立学校教員採用試験出願受付管理システムの全体構成案、特徴および想定するシステム（クラウド）環境等をご提示ください。
　 　
（2）期待する主な機能への対応
「システムに期待する主な機能」で示した内容について、実現方法や機能概要等をご提示ください。

（3）移行スケジュール
・システム導入にかかるスケジュール案（主な工程と期間の目安）をご提示ください。
・システム導入にかかる主なリスク・留意点（移行方法を含む）があれば、ご提示ください。

（4）保守・運用
次期システムの安定的な運用に必要となる保守・運用の内容及び体制についてご提示ください。なお、システム稼働後5年間の保守・運用を想定しています。
　
　（5）概算費用
 本 RFI で示す要件を踏まえ、次期システムの導入・運用に係る費用について、情報をご提示ください。
 　　 また、今後の積算資料として活用するため、見積書をご提出ください。見積書については、可能な範囲で作業内容、数量、単価及び金額の内訳が分かる形でご提示ください。

2． 提出期限
　　　令和８年１０月９日（金）１７時までにご提出をお願いします。

3． 提出方法
　４．に定める提出先へ電子メール、または持参により提出してください。

4． 提出先・お問合せ先
　　　奈良県教育委員会教職員課　定数管理係　担当：佐藤（舞）
〒630-8501奈良市登大路町30
　　　　　　　　　　　　　Tel:0742-27-9852（直通）　Fax:0742-24-7256
e-mail:kyosyoku-saiyo@office.pref.nara.lg.jp

5． その他
1 情報提供にかかる費用につきましては、各社にてご負担いただきますようお願いします。
2 本件情報提供依頼において掲げている新システム導入の基本条件は、実際のシステム導入を調達する際の仕様・要件定義と内容が一致するものではありません。各位から提供していただいた情報その他を総合的に勘案した上で、令和９年度３月頃に正式な仕様書を提示して調達を行う予定としています。



	
Ⅱ「公立学校教員採用試験出願受付管理システム」導入の基本条件



　
１．概要
・業務概要、システム化範囲
教職員のなり手不足が深刻化する中、教員志望者を幅広く確保し、採用につなげていくためには、教員採用試験の受験者を試験後も継続的に支援することが重要である。特に、採用に至らなかった者についても講師登録制度への登録を促し、講師としての就業機会や次年度以降の採用試験に関する情報を適切に届けることで、教職への関心を維持し、将来の採用につなげることが求められている。
この課題解決を行い、教員志望者を一人でも多く確保して採用につなげる、持続的かつ安定的な人材確保の仕組みを構築することを目指す。
現在は、汎用的な電子申請を行う基盤を活用しているが、教員採用及び講師登録の業務フローに特化した仕組みではないため、願書受付、受験者情報や添付書類の管理、受験票発行、問い合わせ対応、試験結果通知、合格者の書類提出、講師登録への案内及び継続的な情報提供等において、手作業や個別対応が発生している。特化型の採用管理システムと比べて機能面にも制約があることから、これらの業務を一元的かつ効率的に管理できる仕組みを導入し、受験者・登録者の利便性向上と職員の負担軽減を図る。

２．現行業務について（事務フロー、主要な課題）
奈良県公立学校教員採用試験受験希望者（約2,000人）は、4月下旬から5月中旬の出願期間内に、電子申請システム上の申請フォームへ必要事項を入力し、顔写真及び必要書類を添付して出願する。管理者は、申請内容及び添付書類を確認し、必要に応じて・修正依頼等を行った上で、帳票及び受験票を作成する。その後、１次試験前の受験案内、１次試験結果、２次試験前の受験案内及び２次試験結果を、受験者へ通知している。さらに、最終合格者に対して、給与決定に必要な資料の提出、給与振込口座の登録申請、履歴書の提出等、採用に向けた各種手続を依頼している。
一方、現行のシステムは汎用的な電子申請であり、出願受付、大量の添付書類の管理、受験票・帳票の作成、一斉連絡及び選考状況の管理等を行う教員採用業務に特化したものではない。そのため、添付書類の一括取得、帳票等の自動作成、受験者への柔軟な一斉連絡、情報の検索・管理及び申請内容の不備補正等に機能上の制約があり、出願受付から試験実施までの各段階で手作業や個別対応が発生している。また合格者からの書類提出方法も一元化されておらず、提出書類ごとに異なる手続きで受付を行っているため、結果として、事務処理に多くの時間と人的負担を要している。一方、合格者にとっても複数の申請フォームや提出方法を使い分ける必要があり、手続きが煩雑になっている状況である。

３．システムへの要求
・システムに期待する主な機能
①願書受付、受験者情報、添付書類等（JPEG形式の顔写真データ及び5～6種類程度の在職証明書や資格証明書等）のシステム上での一元管理・一括ダウンロード機能を有すること。
②申請時に添付された顔写真データを自動的に文書に差し込み、受験票及び帳票を作成できること。受験票・帳票については、受験者自身による取得に加え、管理者側での一括作成・一括取得が可能であること。
③申請ステータスに関わらず、申請内容や添付書類の不備について、提出後も差戻し機能に加え、軽微な修正であれば管理者側で行えること。また、対応状況を把握し、未対応者等を検索・抽出できること。
④受験者に対し、任意のタイミングで、回数等の制限なく一斉連絡を行えること。また、対象者を指定した一斉連絡や個別連絡が可能であり、選考状況等に応じて送信対象を抽出できること。マイページを活用した個別情報提供・継続的情報提供を行えること。
⑤教員採用試験の出願内容に応じて、申請フォームは設問数、回答方法（テキスト入力、選択肢等）、設問の順番、表示形式、ページ区切り、一時保存等を柔軟に設定できること。また募集用HPを定型レイアウトで容易に作成でき、そこから出願が可能であること。
⑥合格者による書類提出を同一ページ内で実施可能であり、必要書類をファイル添付により提出できること。
⑦合格者による振込口座登録申請を入力フォーム形式で実施できること。また、申請内容の差し戻し、回答情報のcsv形式での出力が可能であること。
⑧合格者等と担当者の間で問い合わせ対応ができる機能を有すること。
⑨提出期限到来前に対象者へリマインド通知を送信できる機能を有すること。
⑩合格者向けアンケートを作成・配信・集計できる機能を有すること。

・その他
①登録フォーム等では個人情報を扱うため、個人情報保護および情報漏洩への対策を行うこと。
②本システムは、原則24時間365日（ただし、閏年は 366 日）利用できることと。
③本システムに障害が発生した場合は直ちに対応すること。

○情報セキュリティ管理体制
受注者は、情報セキュリティ管理体制を整備していること。また、ISO/IEC27001（ISMS）認証、プライバシーマークその他これらと同等以上の第三者認証を取得していることが望ましい。取得していない場合は、同等の情報セキュリティ管理体制を説明できること。

○クラウドサービスの安全性
クラウドサービスを利用する場合は、ISMAP又はISMAP-LIUに登録されたサービスであること、又はこれと同等以上のセキュリティ基準を満たしていることを説明できること。
 
○データの暗号化
システムで取り扱うデータについては、保存時及び通信時の双方において暗号化されていること。通信についてはTLS1.2以上の暗号化通信を利用すること。
 
○ログ管理
操作ログ、認証ログ及びアクセスログを取得し、管理者が検索、閲覧及び出力できること。また、ログの保存期間について提案（想定委託期間中）すること。
 ○インシデント対応
情報セキュリティインシデントが発生した場合は、速やかに発注者へ報告するとともに、原因調査及び再発防止策を提示すること。


	Ⅲご提供いただく資料



1． 貴社概要
提案可能サービスと体制

2． 導入実績・導入規模

3． 提案概要とその優位性
（現行事務フロー・課題・改善施策に対する提案）
・新サービス・システム概要説明
・基本的な仕様（ＯＳ、開発言語、システム方式、DB等のミドルウェア、特徴等）
・新システム構成図・ハードウェア構成図
・新システム機能構成図、機能概要
・システム機能要件・非機能要件（セキュリティ等）
・システムのイメージ（画面・帳票サンプル）
・システム運用スケジュール（年間）

４．概算見積書の提出
本システムに要する費用の見積りを添付の「標準見積書様式」に従って作成し、提出してください。開発作業にかかる経費については、「（別紙）開発スケジュール様式」に従って、作業項目ごとの開発スケジュールを作成し、添付してください。
なお、見積りにあたり、詳細条件又は追加条件等が必要な場合は、貴社で条件を設定し、それらを示したドキュメントを添付してください。


